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  Thirty一血e mature male rats of the Wistar strain received 10－20 mg of SH 582 weekly over a

period of 5 weeks， and．the prostate and testis were histologically investigated． Two animals

showed evidence of a testicular atrophy． Further studies will be carried out on this problem．

        緒     言

 前立腺肥大症の薬剤治療は，1964～5年ごろを境と

してprogesterone療法が注目されている．われわれ

もまたScheringのSH582（17－alpha－hydroxy－19

norprogestβrone caproate）の検索を試み，短期間で

はあるが本剤が成熟ラッFの睾丸にいかなる影響をお

よぼすかを組織学的に検索をおこなった．なお臨床例

については田林らの報告を参考とされたい．

        実 験 方 法

 実験に使用したラットはWistar系の成熟雄ラット

を用い，これに当教室において使用した臨床例1’C比較

して，体重比10倍量の10mgを1回帰として，つぎ

のような3群にわけて検索した．対照群はA，B， C

群，各3匹とし，計39匹であった．

 A群：週2回，計10回筋注（総計100mg）

 B群：週2回，計5回筋注（総計50mg）

 C群：週1回，計5回筋注（総計50mg）

       実 験 成 績

 採光に留意し実験を継続したラヅトは，順調にその

体重の増加を示し，体重減少例，死亡例は1例も認め

なかった．所定の注射終了後A群は4日後に，B群お

よびC群は7日後におのおの屠殺し，睾丸重量を測定

したのちに10％フォルマリン液で固定し，パラフィン

切片を作製し，ヘマトキシリンーエオジン染色をおこ

ない検索した。
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 睾丸重量はB群で2例に著明な萎縮をみた．これを

除くとTable 1のように，ほぼ正常値を示してい
た．

 組織学的所見

 Fig．1，2は対照ラヅト（体重2809，睾：丸重量2．3

9）の組織所見で，精細管は基底膜にそっており，比

較的規則的にSertoli氏細胞があり，その間に精原細

胞をみる．また精原細胞から精子に至る過程の細胞を

認め，間質には間細胞を認める．

 Fig．3，4はA群のもので，体重3109，聖丸重量

3．09であった．間細胞増加の傾向があるようにも思

われるが，大略正常範囲のものと考えられる．

 Fig．5，6はB群のもので，体重2609，肇丸重：量は

2．49であった．正常像に比較して著しい変化は認め

ない．

 Fig．7，8は。群のもので体重3309，睾丸重量3．0

9であり，これも正常範囲の所見を示している．

 つぎに薬剤の影響とは考えにくいものの，B群中に

みられた萎縮の強い2例を図示すると，Fig・9，10，

11，12，13，14とな：る．Fig．9，10は体重2709，峯

丸重量0．39のもので，精細管は正常構造を全く失っ

ており，基底膜にそってSertoli氏細胞がみられ，精

原細胞も少数しかみられない，精子は認められず，間

質の増加と間細胞の増加を認めるlFig．11，12は体

重3109，翠：丸重量：1．19のもので，基底膜の肥厚があ

り）一精原細胞，Sertoli氏細胞はともに基底膜にそっ

            ヨて，配列を乱しながらも多少残っている．精原細胞か

ら精子への分化過程の細胞は少数しか認められない．

ところどころに巨細胞があり，また間質がふえており

間細胞の増加がある．精子はほとんどみられない，前

立腺には強い細胞浸潤が認められ，Fig．13，14に示

される．

考 按
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 J． D． Hahn et al． （1968） vk Sprague－Dawley rat

（約3009）を6週間にわたり1日量30mg gestono－

rone caproate， progesteroneを投与して前立腺に対

し6～15週使用し，その重量は40～70％減少するが，

肇丸に対してはなんら組織的ならびに酵素組織的所見

に変化を認めないとしている．われわれの使用量はほ

ぼ1／3に過ぎない．したがって今回の実験では正常睾

：丸と比較して著しい変化を認めなかったようである．

しかしB群中に2例の睾丸萎縮例を認めたが，これは

実験開始前に睾丸の生検をおこなっていなかったため

に，薬剤によるものかどうかは不明である．むしろ同

用量の筋注を2倍の期間おこなったA群では，肇丸萎

縮例がなく，正常睾：丸組織とほとんど差のなかったこ

とを考えると実験が比較的短期間であったことから，

今後さらに検索をすすめねばならない．しかしここに

われわれはGeller et aユ．が本剤4カ月使用患者血漿

中のtestosterone値低下の証明，あるいはSchering

社集録治療例中にpotencyに影響ある症例，また今

回の田林らの報告例に示したような陰萎を考え合わせ

ると，本実験ラッbの睾：丸萎縮像はいちおう考慮にお

くべきであろう。

結 論

 われわれは短期間ながら既述のSH582の使用量に

よってラッbの前立腺および聖：丸の組織所見を検索し

た．本剤に関して臨床例27一中9例の陰萎をきたした

という成績は睾：丸agingを考慮においたにせよ，従来

の報告皆無という既成の結果とは一i致しない．われわ

れの検索中睾丸萎縮のラット2例を認めたがこの点に

ついては他日さらに留意検索したいと思う．
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Fig． 1

Fig． 2
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Fig． 3

Fig． 4
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Fig． 5
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Fig． 9

Fig． 10
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Fig． 11

Fig． 12
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Fig． 13
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